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５．来年度に向けての課題

・令和8年度に開始する0・1・2歳児保育に伴い、園の体制、職員の働き方も大きく変わるため、より一層職員間の連携
やコミュニケーションを大切にしていかなければならない。又、乳幼児を含めた園児の大切な命を預かる責務を果たす
為、園全体の環境を見直し、子どもを安心して預けられる園であり続ける。
・生活の基礎を大切にする乳児期から3歳以上の教育への移行をスムーズに行えるよう大切に保育にあたっていく。
・保育の見える化を目指し、未就園児教室に通う親子が未満児保育室で共に過ごし、園生活を体験してもらうことで、
具体的に園に通うイメージを持てるような取り組みを行う。入園に向けての不安感などを解消していく。
・地域の方々との交流が出来る機会を年間の行事計画で組み込み、気軽に来園し、園児や職員との交流、又、園の教育
方針への理解を深めて頂けるよう、地域に愛される園を目指す。

保護者との連携

ICTシステムは保護者の中でも根付き、子どもの様子が画像で届く事
で、園での様子がより分かりやすいと好評である。小まめな発信を心掛
けると同時に、保護者との直接の対話や、子育て相談なども大切に保護
者との信頼関係を築いていけるように心掛ける。

※結果の表示方法　４　十分達成されている　３　やや達成されている　２　あまり達成されていない　１　取り組まれていない

４．7年度の総評

理由

・英語教育では講師に頼りがちになっていた昨年度に比べ、園の保育テーマ設定により園全体で日々の生
活や保育の中で英語文化に親しむ取り組みが出来た。保護者の協力を頂き、更に子ども一人ひとりの良さ
に気付く事、お互いが愛される大切な存在であるという認識が持てたと感じた。
・園の保育や行事を保護者含め多くの方々に発信出来るよう8月からInstagramの開設をした。画像より動
画の方がより雰囲気や子どもの表情が伝わりやすく、好評である。
・年に3回のワクワクデーを企画し、実行した。行事を増やすのではなく、季節の行事と組み合わせなが
ら、より子ども達が季節の行事を楽しめる様に工夫した。それぞれテーマ（夏祭り・節分など）を設け、
園内に内容ポスターを掲示するなどの環境の工夫により当日を迎えるまでの子ども達の期待感が高まっ
た。

安全管理

毎月の安全点検の徹底を図り、いち早く危険箇所を見つけたり、職員同
士の確認が出来ていた。子ども達が過ごす環境を整備し、安全に過ごせ
るように今後も徹底していく。

地域の幼児教育機関としての役割

地域に愛される園となるために、更に地域への働きかけをしていく事が
重要である。園児と共に地域の環境整備に努めるなど、どのように地域
と関わっていくことが出来るかを検討していく。

教員の資質・能力向上

職員同士がお互いの保育を見合い、気付いた点を評価しながら保育の見
直しを行った。経験豊富な職員からの指導や、自分自身の気付きも多く
あった。

評価項目 理由

教育内容・環境の充実と計画性

園で取り組む英語教育を、講師だけが主体の英語教室だけでなく、園の
令和7年度の保育テーマとして掲げ、一年を通して取り組んだ。愛を
テーマにすることで、身近な愛に沢山触れ沢山の人に愛されることの喜
びを通して子ども達の自己肯定感を高めることが出来た。

保育の充実と園児との関わり

主体的な保育の中でも、小学校への接続として、静と動の活動やメリハ
リのある保育を心掛けた。小学校に向けて話を聞ける子ども、自ら行動
に移せる子ども、創造性を発揮出来る子どもを目指す。

令和7年度　北見カトリック学園　北見藤幼稚園　学校評価

１.教育目標　　　　　『目指す子ども像』

◎愛する心◎信じる心◎感謝する心
・神様の愛の中で、誰をも愛し、慈しみ、自分は尊い存在であるという事を実感する。
・目には見えない神様を信じ、神の御業を知り、その偉大さ、不思議さに気付き、感謝出来る感性を養う。
・子ども同士の理解と繋がりを深める為、お互いの意見を尊重し合い、高め合いながら、共に生きる力を育む。

２．今年度の取り組み重点目標

1，子ども自らが生きる力を育む～生活習慣の基礎を培う為の保育環境作り
2，英語教育への興味や関心を高め、理解を深める～英語文化への興味や関心を広げ豊かな表現力を養う。
3，モンテッソーリ教育の精神を大切に～子どもの人格を認め尊重して関わり、子ども一人ひとりの自立を促す。
4，地域との繋がりを大切に～小学校との接続的な取り組みや、未就園児教室来園者、地域の人達との交流を通して、
園の教育方針への理解を深めて頂けるよう努める。
5，統合保育～園生活を通して、園児とその保護者が幸せになる環境を惜しみなく提供する。

３．評価項目の達成状況


